
行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 (教授),友永雅己 (准教授),林美里 (2008

年 11月まで比較認知発達 (ベネッセコーポレーシ

ョン)研究部門助教,2008年 12月助教に着任),

足立幾磨 (2008年 12月まで日本学術振興会特別研

究員,2009年 1月特定助教に前任),搭合 (大平)

知美,井上紗奈,大橋岳,打越万古子 (教務補佐

員),高島友子,堀鈴香,伊藤店世 (技術補佐員),

伊村知子,服部裕子 (日本学術振興会特別研究員),

山本真也,佐藤義明,小倉匡俊,狩野文浩,兼子

峰明,ChristopherMartin,山梨裕美 (大学院生)

<研究概要>

A)チンパンジーの比較認知発達研究

松沢哲郎,友永雅己,林業n,足立幾晩 伊村知子,服

部裕子,演田穣 (形態進化分野),三上章允,酒井朋子

(以上,行動発現分野),西村剛 (系統発生分野),南雲

純治 (認知学習分野),果山節,松林清明,鈴木樹理,

宮部氏子,熊崎消則,前田典彦,､渡追朗野,兼子明久,

西脇弘樹,渡迫祥平 (以上,人類進化モデル研究センタ

ー),井上紗奈,落合 (大平)知美,山本真也,高島友

千,堀鈴香,伊藤康世,所感亜矢 (東京芸大)

1群 14個体のチンパンジーのうち,特に7-8歳にな

る子ども3個体を対象として,比較発達研究を総合的に

おこなった.認知機能の解析として,コンピュータ課題

や対象操作課題など各種認知課ほにおいてチンパンジ

ーのおとな個体や,ヒト幼児との比較検討をおこなった.

また,定期的に脳や身体各部の計測もおこなっている.

8)チンパンジーの知覚 ･認知能力の比較認知科学的研

究

松沢哲郎,友永雅己,足立幾磨,伊村知子,服部裕子,

南雲純治 (認知学習分野),狩野文浩,兼子咋明,井上

紗奈,高島友子,堀鈴香,田中正之 (京都大 ･野生動物

研究センター),村井千好子 (玉川大),牛谷研一 (千柴

大),後藤和宏 (腔応大)

チンパンジーとヒトを対象に,認知･言語機能の比

較研究を継続しておこなった.主として,1個体のテス

ト場面で,数字系列学習,色と文字の対応,視線の認識,

顔の知覚,注意,パターン認識,視覚探索,絵画的奥行き

知覚,カテゴリー認識,物理的事象の認識,視聴覚統合,

情動認知,運動学習,視線計測などの研究をおこなった.
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C)チンパンジー ･コミュニティにおける知識 ･技術の

社会的伝播

松沢哲郎,友永雅己,林美里,佐藤義明

チンパンジー母子 3組を中心とする 1群 14個体の

飼育下コミュニティを対象として,屋外運動場に設けた

｢ドーム｣と呼ぶ屋外用テス トブースで,道具の製作と

任FTl(小枝やつるでハチミツをつり出す行11的)について

検討した.釣り場所を2か所に限定した統合場面で,3

個体以上が関与する社会的相互交渉などについて実験

的研究をおこなった.

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林再

坐

松沢哲郎,林美里,大橋岳,christopherMartin,山越言

(京都大),牛田一成 (京都府大),長谷川亮 (-イ トカ

ルチャ),TatyanaHumle(京都大 ･野生動物研究センタ

ー),DoraBiro(オックスフォー ド大),claudiaSousa(リ

スボン新大),KatelijneKoops(ケンブリッジ大),Kin

Hockings(リスボン新大),susamCam lho(ケンブリッ

ジ大),NicolasGranier(リエージュ大),MakanKourouma

(IREB),TambaTagbino(DNRST)

西アフリカ･ギニアのポッソクと,光隣のニンバ山,

西隣のディェケの森,南隣のリベリア田内で,野生チン

パンジーの行動と生態を調査し,記録の解析をおこなっ

た.また,｢緑の回廊｣と呼ぶ森林狩生研究を試み,幼

木を守る-キサチューブ (ポリプロピレン別の筒)の設

置とともに,苗木を招う東屋を牧田する活動を継続した.

E)飼育霊長類の環境エンリッチメント

友永雅己,松沢哲郎,落合 (大平)知美,小介匡俊,山

梨裕美,川上清文 (聖心女子大),鈴木樹理,熊崎清則,

前田典彦,渡追祥平 (以上 人規進化モデル研究センター)

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関す

る研究をおこなった.3次元構築物の野人や植樹の効果

の評価,芳香刺激の呈示によるス トレスの低減,個別飼

市個体に対する勘所刺激提示の効果,チンパンジーの自

己指向性行刑とス トレスの関係,木の枝や草などを与え

ることによる異常行動の低減,エンリッチメント用遊具

の導入などの研究をおこなった.



F)各種霊長類の認知発達

友永雅己,松沢哲郎,足立幾磨,伊村知子,服部裕子,

兼子峰明,打越万喜子,白井述 (首都大),藤田和生,

渡辺創太 (以上,京都大),村井千寿子 (玉川大)

アジルテナガザルやマカクザルの乳幼児･成体を対

象に,種々の認知能力とその発達について検討をおこな

った.

G)ヒトの子どもの認知発達

林美里,井上紗奈

犬山市の心身障害児デイサービスセンター ｢こすも

す園｣で,自閉症,ダウン症,広汎性発達障害など非定

型発達児のコミュニケーション行動の発達について,参

与観察研究をおこなった.また,｢丸山子ども未来図｣

において定型発達児における数字系列学習の研究をお

こなった.

H)動物園のチンパンジーの知性の研究 .

足立幾磨,松沢哲郎

名古屋市の東山動物園のチンパンジー1群5個体を

対象に,新設された屋外運動場での社会行動を観察記録

した.また,｢パンラボ｣と名づけられたブースにおい

て,道具使用とコンピュータ課題の2つの側面から知性

の研究をおこなった.

I)チンパンジー2個体場面における社会的知性の研究

山本1'l也,christopherMartin,服部裕子

チンパンジー2個体を対象とし, 競合場面や協力

場面において, チンパンジーの行動が他者に影響され

るかどうかを検討した.チンパンジーが相手からの要求

に応 じて協力的に振舞うことが明らかになった.また,

2つのモニターを通じて2個体に一連の課題をおこなわ

せると,チンパンジーは相手の行動を見て自分の行動を

調整した.これらの実験から,チンパンジーにおける他

者理解の一面が示された.

∫)鯨類と大型類人猿の比較認知研究

友永雅己,村山美穂 (京都大･野生動物研究センター),

今野章嗣,仁平義明 (以上,東北大),水野友有 (中部

学院大),斉藤豊,上野友香,神田幸司,吉井誠,阿久

根雄一郎,日登弘,祖-読 (以上,名古屋港水族館)

名古屋港水族館との共同研究として,鯨類の認知研

究を進めている.とくに,鯨類における視覚認知,サイ
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ンの理解,視覚的個体識別,気質の特性論的評価,ペル

ーガ乳幼児の行動発達などを大型類人猿との比較研究

として進めている.

K)類人猿の比較認知研究

林美里,打越万喜子,井上阪一 (西舞鶴高),井上悦子

(中丹養護学校),板倉昭二 (京都大)

テナガザル l個体が成功した簡易版の誤信念課題

を,チンパンジーとテナガザルを対象として実施し,そ

の結果を比較した.

L)国内飼育の大型類人猿の情報ネットワークの構築

落合 (大平)知美,松沢哲郎,吉川泰弘,長谷川寿-,

倉島治 (以上,東京大)

国内で飼育されているゴリラ25個体,オランウー

タン 51個体,チンパンジー345個体について個体情報

や家系情報を集積し分析した.

<研究業績>

原著論文
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58(I):90.

25) 森村成樹,平田聡,介払治,搭合(大平)知美
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己,内田至 (2008)バンドウイルカにおける見本

合わせの3次元物体から2次元図形-の般化.日

本動物心理学会第68回大会 (2008/09,水戸).

79) 牛谷智-,伊村知子,一友永雅己 (2008)知覚的体

制化に基づくオブジェクトベースの注意の検討.

日本心理学会第72回大会 (2008/09,札幌).

80) 渡辺雄資,鈴木益磨,落合知美,松沢哲郎 (2008)

岐阜大学ポケットゼミナールの活動の紹介 :植

物を使った環境エンリッチメイ ト.第 11回

SAGAシンポジウム (2008/ll,東京).

81) 山本紘之,近藤麻実,磨揮麻里,渋谷あゆみ,松

沢哲郎 (2008)飼育下チンパンジーのビデオク

リップ行動目録の作成.質 ll.回SAGAシンポジ

ウム (2008/ll,東京).

82) 山本真也 (2008)チンパンジーの協力行動:ヒト

との共通点 ･相違点.人種の表象と表現をめぐ

る融合研究公開共同研究会 (2008/09,京都).

83) 山本真也 (2008)利他行動 ･互恵性の進化:チン

パンジーでの比較認知科学的検討.節 12回京都

大学国際シンポジウム (KUIS-12)｢変化する人

種イメージー表象から考える｣(2008/12,京都)

84) 山本真也 (2008)霊長類の実験経済学 :利他行数

･互恵性を中心に.人間行動進化学会若手研究

者ワークショップ｢霊長類実験経済学｣(2008/09,

京都).

85) 山本真也,ハムル ･タチアナ,田中正之 (2008)

チンパンジー2個体間における利他的な道具の

受渡し.第68回日本動物心理学会大会 (2008/09,

水戸).

86) 山本真也,ハムル ;タチアナ,田中正之 (2008)

チンパンジー2個体間における利他的な道具の

受渡し.第 72回日本心理学会大会 (2008/09,礼

幌).

87) 山本真也,ハムル ･タチアナ,田中正之 (2008)

チンパンジーにおける要求に応じた利他的道具

渡し行動:他者の要求についての理解.京都大学

霊長類研究所 2008年度共同利用研究会 節 4回

犬山比較社会認知シンポジウム (2008/12,犬

山).

88) 山本真也,ハムル ･タチアナ,田中正之 (2008)

チンパンジーの道具渡し場面における他者の要

求の理解.第24回日本霊長類学会大会 (2008/07,



東京).

89) 山本共也,ハムル ･タチアナ,田中正之 (2008)

チンパンジー利他行動 :相手の要求に応じた道

具の受披 し.節 11回 SAGA シンポジウム

(2008/ll,東京).

90) 山梨裕乱 松沢竹郎 (2008)早和のチンパンジー.

SAGA節 11回 (2008/ll,,Tff苅).

91) 山梨裕弟,松沢哲郎 (2008)認知突放中に受ける

チンパンジーのス トレス.日本Jii.Lt長規学会苅 24

回大会 (2008/07,東京).

92) 山内綾乃,権田彩,榊原萌,原崎多代,松沢哲郎,

鈴村崇文 (2008)宮崎県幸島の野生ニホンザル

における母子間距離の発達的変化.第 11回

SAGAシンポジウム (2008/ll,東京).

93)林美里 (2009)おもちゃの操作を尺度 としたチ

ンパンジーとヒトの比較.日本発達心理学会第

20回大会 自主企画ラウンドテーブル ｢対象操作

にもとづ く比較認知発達スケールの作成｣

(2009/03,東京).

94)小倉匡俊 (2009)個別ケージ飼育ニホンザルに

おける視覚環境の操作可能性の価値.日本家畜

管理学会 ･応用動物行動学会2009年度春季合同

研究発表会 (2009/03,神奈川).

95)友永雅己,伊村知子 (2009)チンパンジーにおけ

る他者間の視線(triadicgaze)の知覚一視覚探索課

題を用いて-.日本発達心理学会第 20回大会

(2009/03,日本女子大学).

96) 山本真也 (2009)霊長類の実験経折学 :利他行動

･互恵性を中心に.人間行動進化学会若手研究

者ワークショップ ｢霊長桁の実験経済学を再検

証する2｣ (2009/02,京都).

講演 L

1) Matsuzawa T (2008/05) Chimpanzee mind:a

combiningeffortoffieldworkandlaboratorywork.

DecadeoftheMindIIIDesMoines,Iowa,USA.

2) Matsuzawa T (2008/05) Chimpanzee mind:

laboratory work and field work. Psychology

colloqulum,CityUniversityorNewYわrkNewYわrk,
USA.

3) MatsuzawaT(2008/06)Chimpanzeebeing.Lecture

at the Center for Cognitive Science,Taipei

UnivcrsityTaipei,Taiwan.

4) MatsuzawaT(2008/06)Chimpanzeemind:Studies

inthefleldandinthelaboratory.Plenarytalkinthe

201hannualmeetingortheHumanBehaviorand

EvolutionSocietyKyoto.

5) Matsuzawa T (2008/06)Comparative cognitive
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science: trade-off theory of memory and

symboliZationinhumansandchimpanzees.Invited

p]enarytalkinASSC12thAnnualMeetingTaipei,
niwan.

6) Matsuzawa T (2008/06) Imitation, pretence,

deception,andaltruisminchimpanzees.Invitedoral

presentation in the "precursor of morality"

symposiuminthe201hannualmeetingortheHuman

BehaviorandEvolutionSocietyKyoto.

7) Matsu2:aWaT(2008/07)Chimpanzeemind:evolution

orhumanmindviewed什ompanthropology.Invited

plenarytalkh XXTX TntcrnationaICongressof

PsychologyBerlin,Gemany.

8) MatsuzawaT(2008/08)Trade-o汀theoryormemoⅣ

andsymbolization inhumansand chimpanzees.

InternationalPrimatologicalSocietyXXItEdinburgh,
UK.

9) Matsuzawa T (2008/08) Understanding the

chimpanzeemindlhorougllbothrlledandlaboratory

research.LecttIreattheDepartmentofPsychology,

Edinburgh UniversityEdinburgh,UK.

10)MatsuzawaT(2008/09)Chimpanzeemind:studies

inthefieldandthelaboratory.LectureattheCenter

for Cognitive Sciences at the University of

MinnesotaMinneapolis,USA.

ll)MatsuzawaT(2008/09)Primatology.Atalkinthe

expertworkshopoftheCARTALaJoHa,CA,USA.

12)Matsu2:aWaT(2008/09)Primatology:Astudyinthe

fieldandinthelaboratory.Invited1ccturetothe

publicortheCARm symposium LaJolla,CA,
USA.

13)Matsuzawa T (2008/09) Understanding the

chimpanzeemindthroughbothfieldandlaboratory

research.AtalktotheLincohParkZooworkshop

Chicago,IL,USA.

14)Matsuzawa T (2008/09) Understanding the

chimpanzeemindthroughbothficldandlaboratory

research.Invitedtalktothejoint'colloqulum Of

Departments of n̂thropo10gy and Psychology,

MinnesotaUniversityMinneapolis,Minnesota,USA.

15)Malsuzawa T (2008/10) Chimpanzee mind:

lsomorphismortooluseandsymboluse.Invitedtalk

atthecolloqulum OftheInstituteforCognitive

Neuroscience,UniversityCollegeLondonLondon,
UK.

16)MatsuzawaT (2008/10)Environmentaleducation

throughchimpanzeemind.A presentationtothe

FlorencegovemmentorBelgiumOsaka.

17)MatsuzawaT(2008/10)Fieldexperimentorstone

tooluseinthewildchimpanzeesatBossou.Invited

talktothesymposium"Theoriginorpercussivetoot

use"heldintheLeverhulmeCenterrbrHuman



Evolutionary Studies,University ofCambridge

Cambridge,UK.

18)Matsuzawa T (2008/10) Understanding the

chimpanzeemindthroughbothfieldandlaboratory

research.Invited talk in the ZangwillClub,

DepartmentofPsychology,UniversityofCambridge

Cambridge,UK.

19)Matsuzawa T (2008/10) Understanding me

chimpanzeemindthrough bothfieldandlaboratory

research.LectureintheEcoleNomaleSuperieure

Paris,France.

20)TbmonagaM (2008/09)Perceptualbasesfわrsocial

cognitioninchimpanzees.IntemationalWorkshopon

ComparativeCognitiveScience"MindsimtheForest

andUnderWater:ComparativeCognitiveScienceon

Chimpan2eesandDolphins"PortofNagoyaPublic

Aquarium.

21)Matsuzawa T (2009/02)Chimpanzee mind:a

combiningeffortoffieldworkandlaboratorywork.

Invitedtalkin2009AAASAm ualMeetingChicago,
IL,USA.

22)MatsuzawaT(2009/02)Cognitivedevelopmentin

chimpanzeesin仏ewildandinthelaboratory.
ESFIJSPSFrontierScienceConferenceSeriesfor

YoungResearches:SocialCognitiveNeurosciencp

Maratea,Italy.

23)松沢哲郎 (2008/04)チンパンジーの親子 と文化.

節 51回日本形成外科学会総会 ･学術集会 名古

屋.

24)松沢哲郎 (2008/05)チンパンジーから見た世界.

大谷学会春期公開講演会 大谷大学,京都.

25)松沢哲郎 (2008/06)人間の心と体の進化的基盤.

日本学術会議シンポジウム ｢心と身体から教育

を考える｣ 京都.

26)松沢哲郎 (2008/09)チンパ ンジーか ら見た世

界 :比較認知科学のめざすもの.日本動物心理学

会節 68回大会 水戸.

27)松沢哲郎 (2008/10)チンパンジーの親子 と文化.

スーパーサイエンスハイスクール(SSH)福井.

28)松沢哲郎 (2008/ll)アフリカの森 とチンパンジ

ー研究の未来.チョゴリザ初登頂 50周年記念シ

ンポジウム ｢パイオニアワークとしての登山 ･

探検 ･フィール ドサイエンス｣ 京都.

29)松沢哲郎 (2008/ll)チンパンジーの親子 と文化.

医療の質 ･安全学会第 3回学術集会 東京.

30)松沢哲郎 (2008/12)チンパンジーの親子 と文化.

スーパーサイエンス.ハイスクール(SSH)三重･

31)松沢哲郎 (2008/12)チンパンジーの親子 と文化.

京都文化会議高校生フォーラム 京都.
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32)友永雅己 (2008/05)チンパンジーに"教育"はあ

るのか- チンパンジー認知発達研究プロジェ

ク トから一.慶鷹義塾大学グローバル COEプロ

グラム ｢論理と感性の先端的教育研究拠点｣(後

援)､シリーズ r教育の進化的基盤をさぐる｣547f

2回 東京.

33)友永雅己 (2008/05)チンパンジーのこころの発

達.京都大学霊長類研究所京都公開講座 京都.

34)友永雅己 (2008/06)チンパンジーにおける視覚

認知 一社会的刺激の処理を中心に-.生理学研

究所研究会 Ir祝知覚研究の融合を目指 して -

生理､心理物理､計算論｣ 岡崎.

35) 友永雅己 (2008/ll)動物の行動を調べる<総論

>一特に観察方法を中心に-.展示動物の行動

調査に関する体験型研修会 名古屋.

36)友永雅己 (2008/12)チンパンジーの視覚認知に

おける社会的刺激の影響一視線の影響を中心に

-.京都大学霊長類研究所 2008年度共同利用研

究会 ｢第 4回犬山比較社会認知シンポジウム

(iCS2-ⅠⅤ)｣ 犬山.

37)林美里 (2009/03)チンパンジーの認知発達研究

-その方法と実際-.早稲田大学文化人類学会

公開シンポジウム ｢エスノグラフイーの素朴か

ら方法論の革新- -フィール ド研究の深化を

.めざして-｣ 東京.

38)林美里 (2009/03)チンパンジーの発達研究.平

成20年度京都大学総合技術研究会特別公開講座

京都.

39)松沢哲郎 (2009/01)人間の心の進化的韮盤 :チ

ンパンジーの研究から.第 30回全国大学メンタ

ル-ルス研究会 ｢現代の青年の精神的危機と対

応｣ 東京.

40)松沢哲郎 (2009/03)チンパンジーの親子と文化.

菊里高等学校文化講演会 名古屋.


